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2015年９月２日～８日までの７日間，国立
研究開発法人科学技術振興機構による日本・
アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサ
イエンスプラン）の支援により，東南大学
（中国）からZhongze Gu先生と１名のポスド
クおよび９名の大学院生を東京理科大学野田
キャンパスにお招きし，東京理科大学の学生
との交流を行いました。
今回の交流の目的は，光触媒国際シンポジ
ウムへの参加，光触媒国際研究センターでの
実験見学，日本科学未来館の見学，そして日
中の学生どうしの交流です。
夕刻の成田に着いた東南大学の一行を著者
の研究室の学生２名が出迎えました。事前に
用意していた中国語での歓迎の挨拶を披露す
ることなく，お互い緊張の面持ちのまま，柏
市のホテルまでお連れしました。
来日の翌日，さくらサイエンスプランのオ
リエンテーションを行うため，東南大学の一
行と理工学部応用生物科学科鈴木研究室の学
生は緊張の面持ちで光触媒国際研究センター
の会議室に集合しました（写真１，写真２）。
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写真３は南京か
ら東南大学のポス
ドクと大学院生を
率いてこられた
Zhongze Gu先生
です。
このあと，第１
回光触媒国際シン
ポジウムに参加す
るために，カナル
会館３階の大会議室に移動しました。
写真４はシンポジウムに参加している東南
大学の大学院生，写真５はシンポジウムでポ
スター発表をしている東南大学の大学院生で
す。
写真６はシンポジウムでポスター発表をし
ている東京理科大学の大学院生です。
写真７はシンポジウムでの展示発表を興味
深く見ている東南大学の大学院生です。その
写真８　ポスター賞授与 写真９　ポスター賞授与
写真10　ポスター賞授与の記念写真
写真６　シンポジウムでのポスター発表 写真７　シンポジウムでの展示発表
写真４　 第１回光触媒国際シンポジウム 写真５　 シンポジウムでのポスター発表
22 理大 科学フォーラム　2016（5）
後ろでは，東南大学の
大学院生がポスター発
表をしています。
それぞれの研究成果
について参加者とディ
スカッションを行い，
いろいろな研究のバッ
クグラウンドを持った
研究者たちとの研究交
流を行いました。
喜ばしいことに，東
南大学の大学院生２名
がポスター賞を受賞し
ました。写真８はLuo-
ran Shangが，写真９
はLei Tianが池北雅彦
先生から賞状を授与さ
れている様子です。
藤嶋昭・東京理科大
学学長をはじめ，参加
者一同で受賞者を祝福
しました（写真10）。
表彰式のあとは懇親
会で盛り上がりました
（写真11，写真12）。
翌日からは光触媒国
際研究センターや東京写真14　日本科学未来館の見学
写真11　懇親会 写真12　懇親会
写真13　本学の施設見学
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理科大学野田キャンパスの見学を行いました
（写真13）。
５日目には，日本科学未来館を訪問し，日
本での科学技術にも触れていただきました
（写真14，写真15，写真16）。
野田キャンパス滞在最終日には，光触媒国
際研究センターでの模擬実験の見学を行いま
した（写真17，写真18）。
最後に，ささやかながらも送別会を開催し
て，再会することを誓い合いました（写真
19，写真20）。
写真19　送別会 写真20　送別会
写真17　模擬実験の見学 写真18　模擬実験の見学
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